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先週 

講壇 次 週 礼 拝 

◇ 本日の集会 ◇ 

○ＣＳ教師祈祷会 ８時４５分   祈祷室 

○教会学校礼拝  ９時  ホール・祈祷室 

○日曜求道者会  ９時１０分  オリーブ 

・コーヒータイムはお休みです。 

○定期教会総会 礼拝後 礼拝堂・オンライン 

〇伝道委員問安担当者作業 

総会後       ろば 

○教会学校教師会 総会後     ホール 

○信友会役員会  総会後    オリーブ 

○(仮称)部会検討小委員会 総会後 図書室 

○若草会例会   １６時 

祈祷室・オンライン 

 ５月２６日(日)１０時半 

 聖霊降臨節第２主日礼拝 

説 教 「その手で世界を計る方」 

伝道師 太田 好則 

聖 書 イザヤ書 ４０:１２～１７ 

交読詩編 ３７：１～３１ 

讃 美 歌 21-１７、21-３６０、21-３６１ 

司式 古屋 治雄 

 

前 奏  

招 詞 使徒言行録１：８ 

頌 栄 21-８３(1節のみ) 

交読詩編 ５１（６０頁） 

主の祈り (交読詩編に添付) ［1-５６４］ 

讃 美 歌 21-１６ 

使徒信条 (交読詩編に添付) ［1-５６６］ 

聖 書 使徒言行録２：３６～４２ 

（新約聖書２１２頁) 

祈 祷  

転 会 式  

讃 美 歌 21-３４７ 

説 教 「主イエスから 

霊的な力を受けて生きる」 

牧師 古屋 治雄 

祈 祷  

讃 美 歌 21-３９７ 

聖 餐 式  

讃 美 歌 21-７８ 

献 金  

報 告  

頌 栄 21-２７ 

祝 祷  

後 奏  

５月１９日(日) １０時半 

 

 

＊体調に不安のある方は、無理をせずご自宅で

の礼拝をお願いします。また基本的な感染対

策、特に玄関での手指消毒の励行をお願いし

ます。 

聖霊降臨日礼拝 
「神の業を人間イエスが現す」 

ヨハネによる福音書  ５：３１～４０  

牧師  古屋  治雄  

◇ユダヤには安息日に何もしてはいけないという

規定があった。安息日に癒しの業を行われた主

イエスを、ユダヤ人たちが執拗に糾弾している様

子がヨハネによる福音書5章に伝えられている。

31節以下47節までは、主イエスの証言が貫かれ

ている。主イエスはご自分の前に立つ者を、神様

に呼び出されていることに気づく者にされる。ユ

ダヤ人たちは、彼らなりの正義感と自分たちの信

仰によって、主イエスが安息日規定を破り、自分

を神と等しい者と語り、神を冒瀆していると断定し

て告発した。一見これは正しいように見える。しか

しこの人々の心の内を覗くなら、彼らの権威主義

や自負心、そして自分たちが気づいていない主

イエスへの妬みがあると言える。イエス様はその

ことを見抜かれ、私たち人間に共通したものだと

指摘しておられるのだ。 

◇主イエスは出会ってくださる一人ひとりを、い

つも神様の前に呼び出してくださる。私たちは、

今そうされては困るということもあるし、その逆のこ

とを思うこともある。主イエスは、たとえ今は神様

の前に出ることができない、滅ぼされてしまう、と

思っている人をも執り成してくださり、神様の前に

生きる者としてくださる。神様の前に感謝と喜び

をもって立ち上がることができる者に変えてくださ

るために、イエス様は来てくださったのだ。イエス

様の呼びかけは、普遍的な広がりを持つ呼びか

けである。この証言が届かない領域はない。 

◇御子イエス・キリストは、神様の審きをご自分が

受けて、私たちを復活の命に生きる者として生か

してくださった。そのことを鮮やかに示され、聖霊

が注がれ、世界中に広められ受け入れられて、

今日のキリスト教諸教会が生まれたのである。 

◇私たちは、次週聖霊降臨日を迎える。2024年

は、私たち阿佐ヶ谷教会も宣教第二世紀に入

る。イエス様によって新しい時代が到来している

ことを宣べ伝える者として、聖霊の注ぎをさらに

豊かに受けて、大胆にそして謙虚に、新たな歩

みへと進んでまいりたい。 

(要約：金井 恭子) 

祈祷課題 「部会のために－ときわ木会」 

阿佐ヶ谷教会には６つの部会があり、教会の特

色となっています。しかしこの活動を継続していく

ことに様々な困難があることが浮かび上がってき

ました。長老会でもこれを現実の問題として取り上

げ、議論しようとしています。部会の垣根を下げ

て、誰でも、どの部会の例会にでも参加できるよう

にしよう、というのも一つの試みです。また、この活

動を教会生活のよりどころとしている方もあり、部

会を支えている方々もあります。この年も、折に触

れて部会のために祈っていきたいと思います。そ

の一番手として、ときわ木会のために祈りましょう。 

☆西東京教区を覚えて―今週は柳沢伝道所 

(東 栄 牧師)のために祈りましょう。 

◇ 次週主日の集会 ◇ 

○ＣＳ教師祈祷会 ８時４５分   祈祷室 

○教会学校礼拝  ９時  ホール・祈祷室 

○日曜求道者会  ９時１０分  オリーブ 

○コーヒータイム 礼拝後   玄関ロビー 

〇伝道委員会作業 コーヒータイム後  ろば 

○礼拝委員会作業 コーヒータイム後 ホール 

○バザー委員会  コーヒータイム後 祈祷室 

○ 100周年実行委員 ２０時   オンライン 

◇ 今週の集会 ◇ 

祈祷会 ２２日(水) １９時半 

祈祷室・オンライン 

ホセア書１３章 

「部会のために－ときわ木会」 

佐賀教会(佐賀県佐賀市) 

金附正夫牧師を覚えて 

〇聖書に親しむ会 ２３日(木) １９時半 

祈祷室・オンライン 

ルカによる福音書 ２１：５～１９ 

「終わり」 

○つぼみ委員会  ２３日(木) ２０時 

オンライン 



定 期 集 会 案 内 

○主日礼拝   毎週日曜日１０時半 

○火曜礼拝   毎月第２・４火曜日１５時 

○教会学校   毎週日曜日９時 

○祈祷会    毎週水曜日１９時半 

○日曜求道者会 毎週日曜日９時１０分 

○聖書に親しむ会(木曜求道者会) 

       毎週木曜日１９時半 

聖 書 日 課 

○主任牧師   古屋 治雄 

○伝道師    太田 好則 

 教職との面会をご希望の方は電話またはメールで予約の上、お越しください。 

furuya@asagaya-church.com 

ota@asagaya-church.com 

〒 166-0001 東京都杉並区阿佐谷北 5-18-10  
Tel.03(3337)5879  振替  
ホームページ http://www.asagaya-church.com 

教職メール staff@asagaya-church.com 
事務室メール office@asagaya-church.com 

20日(月) フィリピ 1:1-8 民数記 11:16-30 

21日(火) 1:9-18 サム上 10:1-10 

22日(水) 1:19-26 エゼ 11:14-20 

23日(木) 1:27-2:4 ミカ 3:1-8 

24日(金) 2:5-18 イザヤ 61:1-7 

25日(土) 2:19-30 エレ 31:31-34 

26日(日) イザヤ 40:12-17 Ⅰテモテ 6:11-16 

 ヨハネ 14:8-17 詩編 37:23-40 

◇ 報  告 ◇ 

○本日の聖餐式感謝献金は、立川からしだね伝

道所、八王子ベテル伝道所、日本聖書協会の

ためにお捧げします。 

○本日、三田教会は創立 46 周年記念礼拝を

守っておられます。 

〇創立 100 周年記念礼拝後に撮影した集合

写真ができあがりました。申し込まれた方は

総会後、玄関ロビーにてお受け取りください。 

○五十嵐成見先生（東京女子大学准教授、元

阿佐ヶ谷教会副牧師）をお迎えしての特別

伝道礼拝（6月23日）が近づいてきました。チ

ラシ・ポスターを用いて一人でも多くのかた

をお誘いください 

2024 年 5 月 19 日(日)               (No.7) 

「ただ、あなたがたの上に聖霊が降ると、あなたがたは力

を受ける。そして、エルサレム、ユダヤとサマリアの全土、

さらに地の果てまで、私の証人となる。」 

使徒言行録１：８ 

日時:2024年 5月 19日(日)礼拝後(12時) 

場所:阿佐ヶ谷教会礼拝堂・オンライン 

議案① 2023年度諸報告承認に関する件 

  ② 2023年度決算報告承認に関する件 

  ③監事選任に関する件 

  ④総会議事録確定の件 

総会議長 古屋 治雄 

オンラインで出席される場合は、出席者確定

のため、お名前をフルネームで表示し、可能

な限りカメラをＯＮにしてください。 

2024年度第 1回教会総会(定期)公告 

○全体修養会(9 月 22 日～ 23 日)の参加費に

ついて、会議室使用料などを創立 100 周年

記念事業特別会計から支出することを長老

会で決定し、自己負担が軽減されました。 

1 人部屋：\30,000 → ¥17,000/名 

2 人部屋：\28,000 → ¥15,000/名 

3 人部屋：\27,000 → ¥14,000/名 

また、往復の交通も、参加者の自家用車に分

乗するなどの見通しがつきました。奮ってご

参加ください。参加申し込みは、受付の箱、

郵送、メールいずれかの方法で受け付けて

います。受付期間を 6月2日まで延長します。 


